
（１）２チーム対抗形式（紅白戦）とします。

（２）銃弾（味方に撃たれても）に当たった参加者は，周囲にわかるように，
その場で手を挙げて「撃たれました」と言い手を挙げながら自陣の拠点に
戻る。

←撃たれたポーズ

（３）自陣の拠点に戻った参加者は，スタッフに対し，撃たれた事を伝える。

（４）スタッフは「撃たれた回数」をカウントする。

（５）スタッフが出す座学関連のクイズに回答する。
※→①出題者と解答者の間に ←アクリル板設置

②解答者は箱から番号が書かれたクジを引き、出題者に見せる。
③出題者はクジの番号から問題が書かれたフリップを選び見せる。
④解答者は番号が書かれた札で解答する。

（６）正解者は即復活できる

（７）不正解者は「撃たれた回数」をカウントする。加算方法は別紙に記載。

（８）不正解を出した参加者は３回までクイズにチャレンジできる。

（９）暴言を吐いた参加者は「撃たれた回数」をカウントされる。

（１０）各チームのうち「撃たれた回数」のより少ない方を勝利チームとします。
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